





Development and Evaluation of a lesson to cultivate the media literacy (2)
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　　　　幼児にメディアを使うことは良くないことだと決めつけていた面もあったと思います。今でも
メディアを使った保育実践はあまりしたいとは思いませんが、自然の動物などを知る機会でもあ
りますし、使い方次第で良くも悪くもなると思います。正しい使い方を教えられるような保育者
になりたいです。
　上記のように、情報メディアのメリット・デメリットについての理解を踏まえて、単に「幼児にはメ
ディアは必要ない」と短絡的に判断を下すのではなく、幼児教育の目的を踏まえて、目的を達成するた
めの手段としてのメディア利用を考える姿勢を持つことができている様子がうかがえる。
　一方で、次のような回答もある。
　　　　人それぞれ違う意見がありましたが、やっぱり子どもたちには使わせたくないと思います。私
たちが園児・小学生のころは、テレビなどは家で見ていたし、タブレットや携帯なんかは全然使
用していません。それでも今、普通にパソコンやスマートフォンを使えているので、幼児のころ
に使用したからといって、社会に出た時にどうなるかとか変わらないと思います。
　このように、学習を終えても幼児教育における情報メディアの活用について否定的な意見のままの学
習者がある程度いる。しかし、これらの学習者も、３回の授業を通して様々な意見に触れ、自らの考え
の相対化を経験したはずである。その上で、自らの意見をまとめた際にこうした否定的な意見を持つこ
とには意味があると考える。情報メディアについて正確な知識を持たないまま、単純な印象でメディア
を否定するのではなく、メディアのメリット・デメリットを検討した上で「使わせたくない」という考
えを持つこともまた、「メディアリテラシー」を働かせた結果だと言えるのではないだろうか。メディ
アリテラシーとはそのように、メディアを「批判的に考察する」能力である。その上での否定的な判断
なら尊重すべきものである。
　　7．結論と今後の課題
　本研究の結論として以下のことが挙げられる。
　　①　高等学校と短期大学においてメディアリテラシーに関する自己評価の比較調査を行い、高校生
に比べて短期大学生の自己評価が低いことを明らかにした。
　　②　比較調査の成果を踏まえて、情報メディアのメリット・デメリットを検討する問題解決型授業
を開発し、グループワークやワールドカフェ方式によるグループ・ディスカッションを取り入れ
た授業を実践することができた。
　　③　その授業実践に対する質問紙調査により、開発した授業が学習者のメディアリテラシーに関す
る自己評価を向上させることができた。
　今後の課題として、以下の３点を挙げる。
　１点目は、本研究で行った調査の自由記述回答の分析をさらに進めることである。自由記述には本実
践による学習者の感想が率直に述べられている。これと自己評価の数値との関連を調べることで、自己
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評価の精度を上げるとともに、学習者の学習内容をより正確に理解できる可能性がある。
　２点目は、高等学校における実態との比較を一層進めることである。本研究において、高等学校でも
共同研究者により同様の授業実践が行われている。その結果と本研究での結果とを比較することで、さ
らに知見を深めたい。
　３点目は、授業開発をさらに進めることである。メディアリテラシーは３回の授業で十分に涵養でき
るようなものではない。今後も継続的に指導すべきものであり、また、より保育の現場に即した実践的
な授業の開発が望まれる。
　本研究の成果を踏まえ、今後も保育の現場に立とうとする学習者のメディアリテラシーを涵養する授
業の開発に努めたい。
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